
増え続ける腰痛（※）災害 令和６年
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動作の反動、無理な動作

※事故の型が「動作の反動、無理な動作」の労働災害

転倒災害と並んで、労働災害の発生件数が増加し
ている事故の型が「動作の反動・無理な動作」です。
転倒災害同様、他の事故の型の労働災害が漸減して
いく中にあって、この類型の労働災害は増加を続け
ています。
令和５年度から始まった第14次労働災害防止計画

においても、「動作の反動、無理な動作」の労働災
害が多い保健衛生業などにおいてノーリフティング
ケアの導入事業場の割合を増やしていくことを通じ
てこの類型の労働災害の減少を目指しています。

大分県 事故の型別労働災害の推移

ハリ胸＆プリけつとは

腰痛は、「不良姿勢」や「持ち上げ動作」といった腰へ
の物理的な負担（＝腰痛借金…腰回りに蓄積された負担の
こと）により椎間板の線維輪が傷ついて
ぎっくり腰になったり、椎間板の髄核が
飛び出て椎間板ヘルニアになったりして
腰部に痛みが現れます。この腰痛借金を
いかに作らないか、作っても返済できる
かが腰痛予防の鍵になります。

腰痛のメカニズムとすぐできる腰痛対策 産業保健スタッフのための新腰痛対策マニュアル
（厚生労働科学研究費補助金 疾病・障害対策研究分野 慢性の痛み政策研究）より転載
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202115001A%20sonota1.pdf

POINT 「腰痛借金」を「つくらない」・「返済する」
腰痛借金をつくらないためには、普段の作業姿

勢や動作が重要になります。特に腰痛借金がたま
りやすいのが、無防備に行う前かがみ姿勢での持
ち上げ動作です。物を持ち上げるときには「ハリ
胸＆プリけつ」の姿勢をとって、椎間板への負担
を減らし（＝腰痛借金をなるべくつくらず）、
「これだけ体操」をこまめに行って椎間板を正し
い形に戻し（＝腰痛借金を返済し）ましょう

（人）

ノーリフティングケア
介護される側・する側の双方において安全で安心な、抱え上げない、持
ち上げない、引きずらないケアのことを言い、「安全で安心な」看護・
介護を提供するには、身体の間違った使い方をなくし、対象者の状態に
合わせて福祉用具を有効に活用することが必要です。福祉用具を使うこ
とが目的ではなく、双方の健康的な生活を保証できるケアを実践するこ
とを目的とするものです。
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看護・介護の現場で多発する腰痛災害
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全国 腰痛災害の業種別発生割合（令和５年）

業種別

30.6
35.6

人力による人の抱え上げは
行わせない方針を表明している

リフト等の介護機器・設備の使用
により負担軽減を図っている
スライディングシート・ボードを
使用させている

適切な移動・移乗介助方法を
理解させ徹底している

作業標準・マニュアルを作成している

腰部保護ベルトを使用させている
腰痛のための特別な項目を含む
腰痛健康診断を実施している

腰痛予防体操・ストレッチングを
実施させている

労働災害の事例の分析、再発防止対策
に取り組む体制を整えている

その他の対策

導入している対策（複数回答）

全国 看護、介護での人の抱え上げ作業に
係る腰痛予防対策（令和５年）

腰痛災害の業種別発生割合を見ると、全国的にも大分県内においても、病院や社会福祉施設が分類
される「保健衛生業」が最も割合が高いです。平成25年に改訂された「職場における腰痛予防対策指
針」には、『人力での抱え上げは、原則行わせない。リフトなど福祉機器の活用を促す』ことが明示
されていますが、ノーリフティングケアを実際に導入している事業場の割合は約1/3と決して高いと
は言えない状況です。ノーリフティングケアは理論上、利用者・介護者の双方に大きな負担軽減をも
たらすはずなのですが、実際にはその導入は進んでいない状況です。

なかなか導入が進まないノーリフティングケア

0                           100(%)

ノーリフティングケアの必要性と目的

上記の指針の中で、「行わ
せない」という言葉で記載が
あるとおり、これは管理体制
を問うものです。環境を整え、
腰痛予防の必要性と抱え上げ
ない技術を教育・指導し、働
き方を変えることが求められ
ているということです。介護
の職場における人手不足は深
刻であり、職場環境の改善も
求められています。また、器
具の値段は高価なものもあり
ますが、国や大分県がそれら
の器具を対象にした補助金を
用意しているほか、大分県で
はノーリフティングケアを導
入する事業場を支援する研修
を実施しています。ぜひこれ
らの施策も活用して、看護・
介護の働き方を変えていきま
しょう。

福祉用具を使用するケアは
人力で一気に行うケアよりも
時間がかかると思われがちで
す。しかし、実際は二人で抱
えるところを福祉用具を活用
して一人で実施できるため施
設全体では効率的です。確か
に、慣れるまでは少し時間が
かかるものの、ノーリフティ
ングケアの導入によって、排
泄介助が職員一人で完結でき
るようになり、むしろ時間的
な余裕が創出されたという事
例も報告されています。
現場でノーリフティングケ

アの導入を推進するためには
管理側の意識は当然重要です
が、職員の皆さんの協力も不
可欠です。働き方を変えるの
は大変な苦労があると思われ
ますが、労使で協力し、職場
環境をよりよくしましょう。

人のぬくもりのない介護は
利用者のためにならない、と
いう意見もあるかと思います。
しかし、ノーリフティングケ
アによって、①できることを
自分で行う手助けになる（自
立支援）②ケア中の痛みを軽
くしたり、身体に力が入って
関節の動きが制限されること
を予防する（二次障害予防）
③皮膚の損傷や転倒による骨
折等のリスクが抑えられる
（トラブルの予防）④同性介
助ができるようになる（利用
者の尊厳を守る）など、利用
者にとっても多くのメリット
がもたらされます。利用者の
理解も得ながら、皆様の職場
でノーリフティングケアを推
進していきましょう。

従業員も特に困っていないみた
いだし、お金もかかるし、うち
では必要ないかな…

忙しい中、普段の業務をまわし
ているのに、新しいことに時間
を割いている余裕がない

利用者のことを考えると、ノー
リフティングケアは人のぬくも
りがない介助だと感じる
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